
大師堂は近年建て替えられた

西林寺清滝山
安養院

たかのこの湯 仁王門

境内は門前を流れる川の土手
よりも低い位置にある。そのため
罪人が門をくぐると無間地獄に
落ちるという言い伝えがある。
天保14年（1843）に再建され
た仁王門前の川には弧を描い
た石橋が架かっており、その左
側には「秋風や高井のていれ
ぎ三津の鯛」と書かれた正岡
子規の句碑が建っている。

開湯から1200年、弘法大師ゆ
かりの温泉｢たかのこ温泉｣が
平成24年（2012）にリニューア
ルをしてグランドオープン。旧
源泉に加え、天然の炭酸を含
んだ新源泉はかけ流し。温泉
に隣接するホテル「たかのこの
ホテル」は、木の温もり溢れる
モダンな客室。滞在中何度で
も温泉に入浴できるサービスも
うれしい。

境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県松山市鷹子町737-2、736-4
温泉089･997･7777、ホテル089･960･1588
温泉は5：00～翌1：00、札止24：00
ホテルはIN13：00、OUT11：00
無休（温泉はメンテナンス休館あり）
ホテル宿泊5,800円～、温泉大人650円

休

第48番 西林寺
●愛媛県松山市高井町1007   
☎089-975-0319 
●宿坊／なし

第49番 浄土寺
●愛媛県松山市鷹子町1198
☎089-975-1730 
●宿坊／なし

　天平13年（７４１）、四国を旅していた行基
は伊予の国司・越智玉純と出会い、語り合った
末に一寺を建立。本尊の十一面観世音菩薩は
行基が刻んだものといわれている。大同２年
（８０７）、四国巡錫中の弘法大師がこの寺に
逗留。当時の国司・越智実勝とともに寺を現在
地に移し伽藍を再興した。寛永年間（１６２４～
１６４４）、火災により堂宇を焼失。元禄13年（１
７００）に松平隠岐守をはじめとする代官や奉
行により一部を再建。宝永４年（１７０７）、西林
寺中興の祖・覚栄法印により堂宇と鐘楼が、文
化10年（１８１３）に前大師堂、天保14年（１８４
３）には仁王門が再建された。

　大師ゆかりの湧水で、名水として知られる
杖ノ淵がそばにある西林寺。門前には小さ
な川が流れており、弧を描いた石橋がかけ
られている。罪人がくぐると無間地獄（むげ
んじごく）に落とされるという仁王門をくぐり
境内へ。正面には大屋根の立派な本堂、そ
の横には近年再建された大師堂がある。そ
の近くには閻魔堂と茶堂が並び建っている。
本尊の十一面観世音菩薩は秘仏である。
　納経所近くの池には、一つだけ願を叶え
てくれるという一願地蔵、大師堂近くの閻魔
堂前には家庭円満の象徴として信仰される
孝行竹がある。災厄除けにご利益があると
いう土参り大師など、見どころの多い寺だ。

境　内歴史・全体像
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せいりゅうざん　あんよういん　さいりんじ

「杖ノ淵」の湧水伝説が残る場所

御詠歌／みだぶつの世界をたずねゆ
きたくば西の林の寺にまいれよ
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／真言宗豊山派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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大同2年（807）に弘法大師により現在の場所に移された

➡

☞

料

愛媛県松山市南高井町1346-1外
089・948・6497（松山市公園緑地課）

手水舎
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阿弥陀堂

一願地蔵

納経所

沿線の見どころ

杖ノ淵公園

日本名水百選の一つに認定さ
れた清らかな水が湧く公園。旱
魃で苦しむ村人を救うために、
この地を訪れた弘法大師が錫
杖で水脈を発見したといわれ
ている。現在は公園として整備
され、大師像が建つ湧水池を
中心に、水遊びのできる親水広
場や遊具のある広場、多目的
広場などがあり、市民の憩いの
場となっている。
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